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年表／明治時代の木曽の林業 

 

資料館スタッフ 山口 登 

 

１．はじめに 

 林業の歴史を調べるにあたって、私は年表を作ることから始めることにしてい

る。今回、明治時代の木曽の林業を調べるにあたっては、明治時代当初の官林時

代、その後の御料林時代の二つに分けて年表を作成したが、の文献にあたってみ

ると御料林時代は明治 18 年(1885)12 月の御料局設置によってスタートするが、

その時点では尾張藩から明治政府に引き継がれた官林の官民有区分についての住

民の合意が得られず、林業生産を行うどころか境界すら確定出来ない状況であっ

た。御料林時代の年表を作るとは別に、官民有区分をめぐる騒動（御料林事件と

言われている）についての年表が必要であることがわかった。 

 従って、年表の項目分けは[官林時代／御料林時代の木曽林業]と、[官民有区分

をめぐる御料林事件]の二つに分けることにした。官林時代は年代としては明治 7

年頃から 10 年代の終わりまでとし、その後の御料林時代は官民有区分をめぐる

対立もあって本格的な御料林経営を行うことができず、境界測量を中心とした準

備作業的な事業をメモするに留めた。 

官民有区分をめぐる御料林事件は明治 2 年(1869)の島崎春樹(吉左衛門)の嘆願

書草稿に始まり、明治 13 年(1880)までが官林から公有･私有林を区分けした前期

と、その区分けに異論がある住民らによる郡あげての再調査の請願･嘆願･哀願の

後期に分けられる。後期の最後は恩賜金下付哀願運動という形になり、明治 38 年

7 月に結着する。 

 御料林事件そのものは郡全体の運動であるとともに、個別の境界をめぐる訴訟

事案もあり、その全容を理解することは私には不可能なので、この年表では郡が

一体となっておこなった請願･嘆願･哀願運動を時系列的にまとめるに留めた。 

 

２．明治時代初期の木曽出張所の動き（総括） 

 ここでは年表に取り上げた事項をもとに、内務省地理局（後の農商務省山林局）

の出先である木曽出張所の動きを中心に総括する。 

 明治維新から明治 10 年代の終わり頃までの、ちょうどこの年表で扱っている

年代は、国の行政組織は猫の目のように変動し、事業方針も朝令暮改を繰り返し

ていた。また、薩摩･長州を筆頭に藩閥による強引な政策遂行がなされ、トップが

替われば方針が 180 度変更されるというようなことが日常茶飯であり、息の長い

仕事が行われにくかったことが指摘される。 その中で木曽の官林は出張所の職

員数も多く、特に雇(やとい)と呼ばれる中級職員に山村代官家で木曽山の現場の

仕事をしていた者が採用されていたことと、尾張藩時代に木材生産を仕切ってい

た杣頭・日用頭を核にした組織が残っていたことが幸いして、山仕事がスムーズ
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に進められた。明治時代初期の官林では、青森・秋田・伊豆・木曽（飛騨を含む）・

高知等が地理局（山林局）直轄地として指定されたが、実際の伐木運材事業が日

常的に進められたのは伊豆と木曽だけであった。 

 また、林学分野で我が国最初のドイツ留学し帰国後地理局に職を得た松野
はざま

が、

尾張藩時代の伐木運材法を再現して名古屋の白鳥貯木場まで約 5 万本の丸太の搬

出に挑戦したことや、山林局の高島得三と田中穰が木曽官林の木材資源調査を杣

頭等の協力で実行したことなどは高く評価される。 

 ただ、残念ながら山林局長の人事が政府幹部の勢力争いによって左右され、一

貫した政策の執行が行われなかったことが悔やまれる。 

 

３．官民有区分をめぐる御料林事件 

 この御料林事件の問題の根幹は、尾張藩時代の明山を住民に解放してほしいと

いう郡民の総意を、明治政府が全く認めようとしなかったことに尽きる。しかも、

その官民有区分を直接現場で担当した筑摩県の役人の本山盛徳の高圧的な執行態

度により、事の初期の段階で間違った結果が記録されてしまったことで、それが

修正されないまま最後までいってしまったと思われる。 

 明治 13 年(1880)以降は、郡からの再調査を求める請願・嘆願等はことごとく却

下される。却下の理由等についての説明はいっさいなしである。ただ時間だけが

無為に経過していったように見える。そこに島崎春樹の息子である島崎広助が登

場し、恩賜金の下付を願い出るという方針転換が提起され、最終的には手詰まり

の中で苦渋の決断ということでその方針が採択された。 

 この闘いは西筑摩郡として闘ったのであるが、郡や町村の幹部中心の闘いであ

り、そこに一般の住民を巻き込んだものにならなかったことが最大の弱点だった

のではないかと思う。 

 

４．おわりに 

 最後に、島崎広助が主導して行った恩賜金下付という条件闘争の評価であるが、

これはむずかしい。私はまだ勉強不足でこの点について自分の意見を述べること

が出来ない。今後の宿題としておきたい。 

 なお、この御料林事件のさなかの明治 34 年(1901)に、全国で最初の木曾山林学

校がこの木曽の地に生まれたことは注目に値する。 
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